
平 成 2 0年 度 東 京 支 部 同 窓 会 訪 問 記  

 平 成 2 0年 ９ 月 ２ ７ 日 （ 土 ） 、 正 午 か ら 午 後 ３ 時 ま で 、 明 治 神 宮 前

の 東 郷 記 念 館 を 会 場 に 東 京 支 部 同 窓 会 が 開 か れ ま し た 。  

 出 席 者 ２ ７ 名 。 最 高 齢 は 飯 塚 鉄 雄 氏 （ ｓ 1 6師 ） 、 最 近 の 卒 業 は 昌

子 佳 広 氏 （ ｓ 6 3小 ） 。 こ の 幅 広 い 世 代 が 、 隔 て な く 談 笑 し 、 人 生 を

語 り 、 世 相 を 評 し つ つ 、 和 や か に 絆 を 深 め あ う こ と が 出 来 た こ と は

同 窓 会 な ら で は の 妙 味 で し た 。  

 第 １ 部 の 司 会 は 宮 井 啓 子 氏（ ｓ 4 1中 ４ ）。軽 妙 な 司 会 に 導 か れ て 、

表 敷 岩 雄 氏（ ｓ 2 2師 ）の 開 会 の 言 葉 、伊 藤 範 子 氏（ 東 京 支 部 長・ｓ 4

6特 体 ） の 挨 拶 、 来 賓 と し て 本 部 か ら 参 加 し た 田 中 瑩 一 （ 同 窓 会 長 ・

ｓ 3 1中 四 ） の 挨 拶 と 進 み 、 今 回 の 中 心 企 画 、 木 下 正 次 氏 （ ｓ 2 2師 ）

に よ る ミ ニ 講 話 「 人 生 雑 感 ー 生 涯 現 役 ー 」 と 、 成 瀬 巌 氏 （ ｓ 1 9師 ）

に よ る 「 健 康 講 座 」 （ 「 中 医 鍼 灸 特 効 ツ ボ 療 法 」 ） が あ り ま し た 。  

 木 下 氏 は 現 職 を 退 か れ て か ら も 日 野 市 の 「 市 政 懇 話 会 」 や 「 老 人

ク ラ ブ 」 の 会 長 そ の 他 多 方 面 で ご 活 躍 で す が 、 こ れ ま で の キ ャ リ ヤ

ー を 通 し て 得 ら れ た 人 生 哲 学 を ユ ー モ ア た っ ぷ り に 語 ら れ ま し た 。

成 瀬 氏 は 中 医 経 絡 振 興 会 の 鍼 灸 師 で も あ り 、 く わ し い ツ ボ の 位 置 図

な ど も 用 意 さ れ た う え で 、 理 論 的 な 解 説 と 指 圧 の 実 践 を 指 導 し て く

だ さ り 、 一 同 の 肩 の こ り も す っ か り ほ ぐ れ ま し た 。 第 ２ 部 が 盛 り 上

が っ た の は そ の せ い も あ っ た よ う で す 。  

 第 ２ 部 の 司 会 は 森 脇 洋 二 氏 （ ｓ 4 1小 ） 。 光 野 琴 子 氏 （ ｓ 1 7女 師 ）

の 乾 杯 に 続 い て 、 出 席 者 の 近 況 が 語 り 合 わ れ ま し た 。 話 の 中 で お 互

い の 思 い が け な い つ な が り が 発 見 さ れ た り 、 こ の 席 に 見 え な か っ た

同 窓 の 消 息 が 交 流 さ れ た り 、 時 間 は あ っ と い う 間 に 過 ぎ て い き ま し

た 。 終 わ っ て 「 想 い 出 の 歌 ・ ふ る さ と の 歌 」 合 唱 の う ち に 嶋 治 行 氏

（ ｓ 4 7中 ）の 中 締 め の 挨 拶 、小 笹 貞 實 氏（ ｓ 2 6小 2）の 閉 会 の 言 葉 と

進 ん で お 開 き と な り ま し た 。  

  当 日 の 参 会 者 は 上 記 引 用 の 方 々 の 他 次 の 通 り で し た（ 敬 称 略 ）。白

石 美 代 子 ( s 1 8女 師 )、原 治 代（ ｓ 1 8女 師 ）、山 本 廣 太（ ｓ 19師 ）、佐 々

木 台 三 郎 （ ｓ 22師 ） 、 梅 木 仙 隆 （ ｓ 23師 ） 、 苅 田 敏 夫 （ ｓ 24師 ） 、

昌 子 武（ ｓ 24師 ）、川 瀬 清（ ｓ 28中 4)、荒 尾 尚 樹（ ｓ 34小 4）、小 林

睦 子 （ ｓ 37小 4） 、 福 田 良 子 （ ｓ 38小 4） 、 森 広 牧 子 （ ｓ 41中 ） 、 秋

葉 範 子 （ ｓ 47小 ） 、 沼 尻 真 智 子 （ ｓ 51小 ） 、 横 溝 惠 子 （ ｓ 62小 ） 。

 （ 同 窓 会 長 、 田 中 瑩 一 記 ）  

 

 

 

 

 

 


